
髭ひ
げ
な
し
む
ら

無
村
の
☆
印

　

の
ち
に
完
成
し
た
地
図
（『
大
日
本
沿
海

輿
地
全
図
』）
に
は
、
道
や
集
落
が
正
確
に

描
か
れ
て
い
ま
す
。
宇
陀
が
描
か
れ
た
と
こ

ろ
を
見
る
と
、「
吉
隠
村
、
西
峠
村
、
萩
原
村
、

福
知
村
、
赤
世
村
、
額
井
村
、
飼
葉
村
、
長

峯
村
、
山
邉
西
村
、
山
邉
村
、
緑
川
村
、
白

坂
村
、
大
野
上
村
、
大
野
村
、
髭
無
村
、
長

瀬
上
村
、
長
瀬
中
村
、
長
瀬
村
」
な
ど
の
村

名
と
集
落
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
図
や

測
量
日
記
か
ら
忠
敬
ら
一
行
は
、
初
瀬
か
ら

萩
原
を
経
て
、
青
越
え
道
を
東
へ
と
進
み
、

名
張
へ
と
向
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

忠
敬
ら
一
行
が
泊
ま
っ
た
と
い
う
「
髭
無

村
」
で
は
、
天
文
観
測
を
行
っ
て
お
り
、
地

図
に
は
☆
印
が
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
忠
敬

ら
が
歩
い
た
道
は
、
正
確
に
描
か
れ
て
お

り
、
旧
道
の
青
越

え
道
（
伊
勢
表
街

道
）
を
た
ど
っ
て

み
る
と
、
一
行
が

泊
ま
っ
た
髭
無
村

は
、
現
在
の
三
本

松
（
元
三
）
と
い

う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
ま
た
、
天
体
観
測

を
行
っ
た
場
所
も
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

忠
敬
の
測
量
精
度
の
高
さ
に
は
、
驚
く
ば
か

り
で
す
。
な
お
、「
三
本
松
」
の
地
名
の
由

来
は
、
幹
が
３
本
に
分
か
れ
た
老
松
に
ち
な

ん
で
お
り
、
明
治
８
年
か
ら
村
名
に
使
用
さ

れ
、
現
在
は
大
字
名
に
受
け
継
が
れ
て
い
ま

す
。

　

忠
敬
の
功
績
は
、
非
常
に
大
き
く
、
平
成

22
年
（
２
０
１
０
）、
忠
敬
が
作
っ
た
地
図

や
測
量
に
使
用
し
た
器
具
、関
係
文
書
な
ど
、

２
３
４
５
点
が
、「
我
が
国
の
測
量
史
・
地

図
史
上
に
お
け
る
極
め
て
高
い
学
術
的
価
値

を
有
す
る
」と
し
て
、「
伊
能
忠
敬
関
係
資
料
」

と
い
う
名
称
で

国
宝
に
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
伊

能
家
に
伝
わ
っ

た
も
の
で
、
千

葉
県
香
取
市
の

伊
能
忠
敬
記
念

館
に
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
　
　

文
・
柳
澤
一
宏
（
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化
財
課
）
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悠
久
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
宇
陀
。
古
代
か
ら
現
代
ま
で
多
く
の
人
々
が
宇
陀
を
駆
け

ぬ
け
て
い
き
ま
し
た
。
神
話
や
伝
説
の
世
界
の
人
々
、
実
在
の
人
々
、
宇
陀
の
歴
史
に
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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皆
さ
ん
は
「
男
女
共
同
参

画
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
？

　

男
女
共
同
参
画
と
は
、
私
た
ち
が

い
だ
く
「
女
ら
し
ら
・
男
ら
し
さ
」

の
イ
メ
ー
ジ
や
性
別
に
と
ら
わ
れ

ず
、
”
女
性
“
も
”
男
性
“
も
”
性

的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
“
の
人
も
対
等

な
関
係
で
お
互
い
の
違
い
を
認
め
合

い
、
思
い
や
り
な
が
ら
、
誰
も
が
自

分
ら
し
く
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
自

ら
の
意
思
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
参
画
が
で
き
る
、
と
い
う
考
え
方

で
す
。

　

人
権
教
育
の
推
進
に
よ
り
、「
男
女

共
同
参
画
」に
対
す
る
意
識
は
高
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
い
ま
だ

に
「
固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
」

は
根
強
く
残
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ま
す
。

　

宇
陀
市
で
は
こ
の
度
、「
宇
陀
市
男

女
共
同
参
画
計
画
（
第
２
次
）」
を
策

定
し
、
男
女
が
と
も
に
輝
く
未
来
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。「
計
画
」

の
概
要
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

　

宇
陀
市
男
女
共
同
参
画
計
画
の
見

直
し
に
向
け
て
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
み
る
と
「
男
は
仕
事
・
女
は

家
庭
」
と
い
う
考
え
方
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、「
重
要
な
決
定
の
場

で
は
女
性
よ
り
男
性
の
声
が
通
り
や

す
い
」
と
思
う
人
が
多
か
っ
た
で
す
。

次
に
「
男
性
が
育
児
休
業
、
介
護
休

業
を
取
得
し
た
方
が
良
い
」
と
考
え

る
人
が
男
女
と
も
に
多
い
反
面
、
職

場
で
の
男
性
の
育
児
休
業
、
介
護
休

業
は
ま
だ
ま
だ
取
得
し
に
く
い
と
い

う
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
女
性
は
男
性
よ

り
多
く
、
依
然
と
し
て
女
性
が
被
害

者
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
が
少
し
で
も
な
く

な
っ
て
い
く
よ
う
に
、
一
人
ひ
と
り

の
意
識
改
革
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

皆
さ
ん
も
、
男
女
共
同
参
画
社
会

実
現
の
た
め
、
と
も
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

少
し
の
意

識
改
革
が
将

来
大
き
な
変

革
を
も
た
ら

す
こ
と
で

し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の

　
　
　
　
　
　
実
現
を
目
指
し
て

－
伊い
の
う能
忠た
だ
た
か敬
－


